
女性の視点で考える防災啓発セミナー事業 【新潟県】

地域の実情と課題

連携団体

今後の課題事業の効果

目的・目標

事業の特徴

個別事業費 ４０２ 千円

交付金額 ２０１ 千円

事業番号 １

• 女性の防災人材が不足していることにより、防災行政や地
域の防災活動全般において、女性の視点を取り入れること
が難しい状況があること。

• 県内の女性を対象に、防災分野における女性活躍等を講演
するセミナーを開催する。

• 女性の防災意識向上を図り、防災活動への参画を促すとと
もに、女性の視点を取り入れたセミナーを開催することで、
男女共同参画の視点を取り入れた体制づくりを促進する。

• セミナーの参加者は、今後の防災活動に参画が見込めるよ
うな女性人材を優先する。

• 県内２会場で開催したセミナーに、延べ68名が参加。参加者

間での交流が生まれ、企業や団体間での、女性を中心とし
た防災連携の素地構築に貢献できた。

• 女性の防災リーダーの育成や、女性消防団員などの掘り起
こしに寄与した。

• 女性の防災人材の育成を大々的に行い、防災人材における女性
の割合を高める素地を作り、新潟県防災リーダー、消防団員、防
災士を増加させる。

• 地域における生活者の多様な視点を反映した防災対策の実施に
より地域の防災力向上を図るため、防災の現場における女性の
参画を拡大し、男女共同参画の視点を取り入れた防災体制の確
立を目指す。

• セミナー参加者数の目標：60名 実績：68名

• 企業におけるBCP等の観点で女性防災人材の育成の一助と

なるよう、災害時の協定締結先である民間企業等へ周知を
行い、セミナーの参加を促した。

• 県内市町村における本事業の広報の際に、市町村防災担
当部署等の女性職員の参加を促すとともに、市町村を通じ
て、女性のセミナー参加者を募った。

• 女性の防災人材の不足は慢性的なものであり、今後も人材
層を厚くするための活動が継続して必要である。

• 育成した女性防災リーダーが活躍できる場を提供する等の
支援が必要である。



事業の概要

セミナーの開催

○日時・会場
新潟会場：令和６年12月15日（日） 新潟県庁西回廊大会議室
長岡会場：令和７年１月18日（土） 長岡震災アーカイブセンターきおくみらい

○参加者
68名（新潟・長岡会場の合計）

○内容
①講演
 「人権と多様性に配慮して防災・減災に取り組む

ー東日本大震災の経験からー」
 NPO法人イコールネット仙台

  常務理事 宗片 恵美子 氏
②ワークショップ
 「避難所運営ゲーム」
 公益社団法人中越防災安全推進機構

地域防災力センター センター長 野村 祐太 氏

アンケート評価

今後も県のセミナーに参加したいかセミナーの満足度
参加者の主な意見

• 女性防災リーダーを育成していくための具体的な
プロセスが分かった。

• 他地域ですでに防災活動を行っている人との交流
は良い刺激になった。

• セミナーの内容について、自身が住む自治会等で
も実践してみたい。
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